
喜内しσ

叫が
.知
っ
て
得
す
る

乱で

・
v

，、

.. 園田'

よ
+
R

・
4

，‘F
V・
院
附
i
z
I
l
l
i
-
-

刷『.，-

J

園、
aa
・2
E創
価

n

日
頃
ど
ん
な
に
健
康
に
気
を
配
っ
て
い
て
も
、

急
な
病
気
や
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
万
が
一
の
場
合
に
役
立
つ
の
が
保
険
で
す
。

マ
ネ
l
術
の
最
終
回
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼
り
に
な
る

保
険
や
年
金
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

監
修

H

保
田
隆
明

構
成
・
文
/
ホ
ン
ダ
サ
ト
ル
イ
ラ
ス
ト
/
猪
原
美
佳
デ
ザ
イ
ン
/
大
久
保
正
幸
事
務
所

一
口
に
。
保
険
。
と
い
っ
て
も
、
終

身
保
険
や
医
療
保
険
、
個
人
年
金
保
険

な
ど
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
。
し
か
し
、
保

険
が
何
を
保
障
す
る
か
を
大
ま
か
に
分

類
す
る
と
「
医
療
保
障
」
「
死
亡
保
障
」

「
老
後
保
障
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

「
医
療
保
障
」
は
、
入
院
や
手
術
に
備

え
た
保
険
で
、
医
療
保
険
・
が
ん
保
険

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
死
亡
保
障

で
あ
る
定
期
保
険
や
終
身
保
険
に
「
特

約
」
、
つ
ま
り
オ
プ
シ
ョ
ン
で
医
療
保

険
が
追
加
で
き
る
も
の
も
多
く
、
死
亡

保
障
と
医
療
保
障
の
セ
ッ
ト
で
加
入
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

「
死
亡
保
障
」
は
、
死
亡
時
に
支
払
わ

れ
る
保
険
で
、
定
期
保
険
や
終
身
保
険

が
あ
り
ま
す
。
定
期
保
険
は
一
定
期
間

で
の
契
約
と
な
り
、
満
期
時
に
自
動
更

新
さ
れ
る
も
の
が
一
般
的
で
す
。
終
身

保
険
は
、
決
め
ら
れ
た
年
数
の
保
険
料

を
支
払
う
こ
と
で
、
支
払
い
完
了
後
も

生
涯
保
障
さ
れ
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
「
老
後
保
障
」
は
長
生
き
し
た

場
合
の
保
険
で
、
国
民
年
金
や
厚
生
年

金
な
ど
の
公
的
年
金
と
各
自
で
加
入
す

る
個
人
年
金
が
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢

化
や
国
の
財
政
状
況
な
ど
、
今
後
の
公

的
年
金
に
大
き
な
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、

現
状
で
は
と
に
か
く
義
務
と
し
て
保
険

料
を
支
払
う
以
外
に
選
択
肢
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
方
、
各
個
人
が
任
意
で
加
入

す
る
個
人
年
金
は
、
こ
う
し
た
公
的
年

金
へ
の
不
安
か
ら
注
目
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

ほうだ・たかあき・小樽商科大学

ビジネススクール准教授。大学

での研究、教育のほか、テレビ、

ラジオなどメテ.ィアを通じたビシ.ネ

ス・金融の柔らか解説、執筆業も

行う。社外役員就任歴延べ20
社以上。 Iいちばんやさしいファ
イナンスの本J(日本能率協会マ

ネジメントセンター)をはじめ、多

数の著書がある。
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保
険
を
選
ぶ
際
に
は
、
こ
の

3
つ
の

保
障
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
。
性
別
や
年

齢
、
家
族
構
成
に
よ
っ
て

3
つ
の
保
障

の
ベ
ス
ト
バ
ラ
ン
ス
は
異
な
り
ま
す
の

で
、
保
険
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
専
門

家
に
診
断
し
て
も
ら
う
こ
と
が
お
す
す

め
で
す
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
系
の
保
険
や

共
済
な
ど
、
保
険
料
や
保
障
内
容
が
魅

力
的
な
商
品
も
複
数
あ
る
の
で
、
比
較

検
討
し
た
い
も
の
で
す
。
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Q 
保
障
は
ど
乙
ま
で
必
要
?

• 
よ入
く院
脇田
べ数
てや
自入
分院
!こ白
雪額
二J 、
た対
も応
のす
をる
。疾

患
を

4・・s・..e・骨

医
療
保
険
選
び
で
重
要
に
な
る
の
は
、

も
ち
ろ
ん
保
障
内
容
で
す
。
入
院
日
額
、

入
院
日
数
、
特
定
の
病
気
へ
の
特
別
保

障
、
先
進
医
療
の
保
障
な
ど
、
条
件
を

一
つ
一
つ
チ
ェ

ッ
ク
し
た
う
え
で
選
び

た
い
も
の
で
す
。

気
に
な
る
保
険
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず

は
資
料
請
求
し
て
、
複
数
の
保
険
を
比

較
す
る
こ
と
が
大
切
。
保
険
選
び
に
も

「
自
己
責
任
」
が
重
要
な
現
在
、
だ
れ
か

に
す
す
め
ら
れ
る
ま
ま
、
ほ
か
の
保
険

と
比
較
せ
ず
に
加
入
す
る
こ
と
は
避
け

た
い
も
の
で
す
。

• fl • 

Q 
医
療
保
険
は

夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
で
加
入
す
べ
き
?

A
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
が
ベ
ス
ト
で
す
!

特
約
っ
き
終
身
保
険
に
加
入
し
て
い

て
も
、
特
約
だ
け
で
は
保
障
内
容
が
不

安
な
場
合
は
、
独
立
型
の
医
療
保
険
に

も
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
妻
が
専

業
主
婦
で
夫
の
扶
養
家
族
で
あ
っ
て
も
、

医
療
保
険
は
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
で
加
入
す

る
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。

病
気
や
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
は
専
業
主
婦

で
あ
っ
て
も
、
仕
事
を
し
て
い
る
女
性

で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
保
険
料
は
掛
け

捨
て
で
す
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
大

き
な
安
心
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
、
必

要
な
コ
ス
ト
と
し
て
捉
え
ま
し
ょ
う
。

-

(l よムムム
健康保険の「高額療養費の支給j制度って?

す。健康に大きな不安がない場合は「民間の

医療保険には加入せず、万一の場合には、

この制度を利用するJと割り切ってしまうこと
もできます。

ただし、いったんは自分で精算する必要が

あり、払い戻しには2-3カ月かかりますので、
現金の備えは必要です。

仮に入院して100万円の医療費を請求さ

れた場合、自己負担分はいくらになるでしょ

う? 健康保険は3割負担ですから、単純計

算すれば30万円。しかし実際には違います。

健康保険には「高額療養費の支給制度」

があり、一般的な所得の人であれば、8万円

を超える医療費の自己負担は1%で済みま

/ 
三唖〆

[医療費100万円での負担例]

※差額ベ¥yド代、一部の先進医療は対象外
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Q 
特
約
型
と
独
立
型
、

ど
ち
ら
を

選
ぶ
と
よ
い
の
?

個
々
に
よ
っ
て
選
ぶ
タ
イ
プ
は

異
な
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

医
療
保
険
に
は
、
終
身
保
険
や
個
人

年
金
保
険
な
ど
を
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て

追
加
で
き
る
特
約
型
と
、
単
独
で
加
入

す
る
独
立
型
が
あ
り
ま
す
。

特
約
型
の
保
障
範
囲
は
、
本
人
・
家

族
(夫
婦
)
・
子
ど
も
の

3
タ
イ
プ
で
す

が
、
夫
が
加
入
し
た
家
族
(
夫
婦
)
特
約

で
は
妻
の
保
障
範
囲
が
小
さ
く
、
離
婚

や
夫
の
死
亡
と
い
う
事
態
に
な
れ
ば
、

改
め
て
別
の
医
療
保
険
に
加
入
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

独
立
型
は
、
定
期
・

終
身
の

2
タ
イ
プ
。
一

定
の
期
間
を
保
障
す
る

定
期
タ
イ
プ
は
、
満
期

時
に
自
動
更
新
さ
れ
ま

す
が
、
更
新
時
の
年
齢

で
契
約
条
件
が
再
設
定

さ
れ
る
の
で
、
保
険
料

は
更
新
ご
と
に
上
昇
し

ま
す
。
終
身
タ
イ
プ
は
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
一
定

の
保
険
料
を
支
払
い
続

け
る
も
の
で
、
満
期
が

な
い
の
で
自
動
更
新
も

あ
り
ま
せ
ん
。

寸71ヨン
特約il

ハ
K
V
O
向
丹
治
川

~~~竺
竺骨も1~' ~1ふ
ー喫仰υー

⑧包必

" 

生命保険に
加入するときの
ポインNま?

， 
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 • 

• 

• • 
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。理be 

貯
蓄
を
兼
ね
る
な
ら

終
身
保
険
が
得
?

Q 
e 理ち• 

終
身
保
険
で
保
障
と
貯
蓄
の
両
方
が
で
き
ま
す
!

• 
終
身
保
険
で
は
保
障
は
「
終
身
」
で
す

が
、
保
険
料
の
支
払
い
は
一
定
の
年
数

で
終
わ
り
ま
す
。
そ
の
支
払
い
満
期
直

前
に
終
身
保
険
を
解
約
す
る
と
、
保
険

料
の
総
支
払
い
額
よ
り
も
多
く
の
金
額

が
戻
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

銀
行
の
普
通
預
金
よ
り
利
回
り
が
よ
い

の
で
、
保
障
と
貯
蓄
を
兼
ね
た
保
険
を

選
ぶ
な
ら
、
定
期
保
険
よ
り
も
終
身
保

険
が
お
す
す
め
で
す
。

ま
た
、

終
身
保
険
よ
り
も
個
人
年
金

保
険
の
ほ
う
が
利
回
り
が
吉
田
い
の
で
す

が
、
死
亡
時
の
保
障
は
支
払
っ
た
保
険

料
八
刀
だ
け
で
す
。
万
が
一
の
際
の
保
障

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
老
後
の
年
金

と
し
て
捉
え
た
い
も
の
で
す
。

• • • • -.. 

Q 
生
命
保
険
は

夫
の
加
入
だ
け
で
O
K
?

収
入
や
保
障
金
額
、
支
払
う

保
険
料
の
バ
ラ
ン
ス
で

妻
の
加
入
を
老
え
て

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
夫
と
萎
の

収
入
と
保
障
さ
れ
る
金
額
、
そ
し
て

月
々
に
支
払
う
保
険
料
の
バ
ラ
ン
ス
で

す
。
夫
が
働
き
、
妻
が
専
業
主
婦
の
場

合
、
夫
の
加
入
は
必
須
で
す
が
妻
は
不

要
で
す
。
夫
婦
共
働
き
の
場
合
は
、
夫

と
妻
の
家
計
を
支
え
て
い
る
割
合
を
考

え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
加
入
す
る
こ
と
も

選
択
肢
と
な
り
ま
す
。
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